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Environm
ental Report

環
境
報
告

自然・地域と共生する企業をめざして、全社員が「環境意識」を持って仕事に取り組めるよう、様々な環境教育・啓発活動に
取り組んでいます。また、事業を行うあらゆる国で、地域と連携した環境活動を行っています。

環境コミュニケーション

環境教育

地域懇談会の実施

「エコ川柳」表彰

　全社員が日常的に環境意識を持って仕事に取り組めるよう、
さまざまな環境教育を行っています。2012年度は、法違反の未
然防止を目的とした法令教育を新たに実施しました。また排水
異常の未然防止を目的とした実務者へのレベルアップ教育も
実施しました。

　各工場にて、地域の方々を
対象に地域懇談会を開催しま
した。工場見学や、当社製品の
説明の他、一緒に昼食をとる
など意見交換を行いました。

「豊田の森」の整備
　豊田工場に「豊田の森」と命名した緑地帯を整備しました。今
後、社員の家族を招くオープンハウスや地域懇談会の機会を利
用して、社員・地域と一緒になって「豊田の森」を作り上げていく
計画です。また、愛知県が推奨する「工場群がまちに自然を呼び
込むプロジェクト」に参加し、豊田市に生息する生物が好む樹木
を選定し、工場緑地の質向上にも取り組んでいきます。

TRMNグリーンプロジェクト
　TRMN（インド）があるインドバンガロールは「Garden City」
と呼ばれるくらい緑の多い街として有名です。そこで「Garden 
City」の名前にふさわしく、地球環境にも社員にも優しい職場環
境にしようと、募金を財源として植樹プロジェクトを立ち上げ
ました。これまでに約1,000本の植樹を実施しています。

オール東海理化での地域清掃活動
　東海理化グループでは、自然・地域社
会と共生する企業をめざして、国内外の
様々な拠点で活動を実施しています。社
員による自主的な工場周辺の清掃活動
や地域の清掃活動への参加など、地域の
方々と一緒になって地域の自然を守る
活動を進めています。

　社員とその家族の環境意識の向上を目的に、エコ川柳を
募集しました。応募総数319点の中から優秀作品を選考し、
表彰を行いました。

講習修了者・資格保有者

 　6名　　 
174名　　 
　40名　　 
　31名 　　
  　9名 　　

環境審査員養成コース修了者
内部環境監査員養成コース修了者
公害防止管理者
特別管理産業廃棄物管理責任者
エネルギー管理士

環境教育コース

環 境 重 要 設 備 従 事 者※

　操作手順、維持管理のポイント、
異常時対応、緊急時対応手順・訓練について

法 令 教 育
設備・材料の導入、変更、計画部署と

届出管理部署の社員を対象に教育を実施

一 般 社 員
　環境方針と自職場の環境側面、

各自の役割について

新 入 社 員
　環境保全の概要、東海理化の取り組み、
ISO14001、全社共通環境対応事項
(排水、廃棄物、省エネ)について

※環境重要設備従事者:
　環境影響度を考慮し、当社が独自に定めた重要設備
　（公害関連設備や原動力設備等）の運転・メンテナンスに従事する者。

環境月間
　2011年度に引き続き夏場の電力不足が予測された為
2012年度も環境月間を9月末まで延長し、社員全員の省エ
ネ意識の徹底を図りました。

▲オープンハウスでの植樹

▲TRMNでの緑化

▲本社地区 ▲豊田地区 ▲音羽地区

TRMN（インド）　西尾 隆司さん・　村 和義さん・Shaｍon Jacobさん
　仕入先さん、関係会社さん、日本からの出張者や出向者の方々に多くの寄付をいただいたことに感
謝の気持ちでいっぱいです。日々大きく育っていく木々、美しく咲乱れる花々をみると、とても心が落
ち着きます。きっと他の社員にとっても敷地内にあふれる草木が心を癒してくれていると思います。

VOICE　

▲TRT（タイ） ▲TRP（フィリピン） ▲理嘉工業（台湾）

グローバル
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部署別重点活動（省エネ）の実施
　全社各部がそれぞれに省エネ活動テーマを登録し、重点
的に活動を行いました。

＜主な活動テーマ＞
●休憩時間、離席時の照明OFF

●離席時のPCディスプレイOFF

●空調ガイドライン※の順守

●定期的なパトロール実施

グローバル

※空調ガイドライン ： 空調機利用について、省エネを重視し、公平な利用が徹
底されるよう定めたガイドライン

豊 田

E n v i r o n m e n t a l  R e p o r t
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